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過去の地域産業1／13

① 米（こめ）

② 大麦（おおむぎ）

③ 大豆（だいず）

・越谷市内の全域



過去の地域産業2／13

④ 蓮根（れんこん）

・荻島・出羽・大相模地区

⑤ 里芋（さといも）

・大相模地区

⑥ 甘薯（さつまいも）

・荻島地区（旧砂原・小曽川村）



過去の地域産業3／13

⑦ 牛蒡（ごぼう）

・荻島地区（旧砂原村）

⑧ 大根（だいこん）

⑨ 葱（ねぎ）



過去の地域産業4／13

⑩ 桃の実（もものみ）
・新方地区（旧向畑・大杉村）

・大袋地区（旧袋山村）
・増林地区（旧小林村）

⑪ 梅の実（うめのみ）
・大袋地区（旧袋山村）



過去の地域産業5／13

⑫ 菜種（なたね）
・桜井地区（旧平方村）

・新方地区（旧船渡村）

・大袋地区（旧恩間・大道村）

・増林地区（旧増林・増森村）



過去の地域産業6／13

⑬ 葉藍（はあい）

・出羽地区（旧神明下・四町野村）



過去の地域産業7／13

⑭ 木綿（もめん）
・新方地区（旧川崎・向畑村）

・大相模地区（旧見田方・四条村）
※ 白木綿（しろもめん）
・新方地区（旧大杉・川崎・大吉村）
・出羽地区（旧四町野村）
※ 晒（さらし）業
・増林地区（旧増森村）
・大沢地区（旧大沢町）



過去の地域産業8／13

⑮ 醤油（しょうゆ）

・大袋地区（旧袋山村Ｈ家）



過去の地域産業9／13

⑯ 莚（むしろ）
・新方地区（旧向畑・大吉村）

・荻島地区（旧荻島・後谷・西新井村）

・出羽地区（旧神明下・四町野・谷中村）

・大相模地区（旧西方村）

・蒲生地区（旧瓦曽根村）

・川柳地区（旧麦塚村）



過去の地域産業10／13

⑰ 草鞋（わらじ）

・川柳地区（旧麦塚村）



過去の地域産業11／13

⑱ 木箱（きばこ）
・新方地区（旧向畑村）

72,600箇 生産
・新方地区（旧川崎村）

50,000箇 生産

出典：『武蔵国郡村誌』



過去の地域産業12／13

⑲ 玩具（がんぐ）

⑳ 達磨（だるま）

㉑ 雛人形

（ひなにんぎょう）



過去の地域産業13／13

㉒ 造り花（つくりばな）

・大相模地区（旧西方村）

・越ヶ谷地区（旧越ヶ谷町）



過去の地域産業 その他1

① 煉瓦（れんが）



過去の地域産業 その他1

出典：以下のURLより引用

http://fukadasoft2.sakura.ne.jp/renga/comments.html#C7

埼玉県の煉瓦樋門 ～注釈～ 改訂34版：2010/04/12

（注７）埼玉県の煉瓦工場

工場名 創設年 所在地 職工 出典・補足

①上田煉瓦製造工場 明治32年 南埼玉郡増林村 13 注７Ｌ

②齋藤煉瓦工場 明治35年 南埼玉郡増林村 10 注７Ｌ

③中澤煉瓦工場 ？明治41年 南埼玉郡増林村増林 11 注７Ｌ

④大成煉瓦株式会社 大正 3年 南埼玉郡増林村 20 注７Ｌ

⑤星合煉瓦工場 大正 3年 南埼玉郡増林村 54 注７Ｌ

⑥東武煉瓦株式会社 ？ 南埼玉郡増林村 104 注７Ｋ、注７Ｍ、注７Ｎ

⑦猪原窯業株式会社 ？ 南埼玉郡増林村中島 ？ 注７Ｎ



過去の地域産業 その他2

② 小型蒸気機関車

・熊澤機械株式会社





現在の地域産業1／14

① ネギ
・越谷葱（ねぎ）

・千寿葱（せんじゅねぎ）

・増林・新方地区で栽培

・越谷市の出荷量：県内４位

出典：平成18年度統計



現在の地域産業2／14

② 慈姑（くわい）

・荻島・出羽地区で栽培

・発泡酒（はっぽうしゅ）

・和菓子



現在の地域産業3／14

③ 太郎兵衛糯
（たろべえもち）

・会田 太郎兵衛

・「こしがやブランド」

認定品



現在の地域産業4／14

④ 小松菜（こまつな）

・埼玉県の生産量：全国１位

・越谷市の生産量：県内36位

出典：平成22年度統計



現在の地域産業5／14

⑤ 山東菜

（さんとうさい）

・「山東菜漬け」

・「こしがやブランド」

認定品



現在の地域産業6／14

⑥ チューリップ

・フリージア・ユリなど

の球根切り花

・小菊・バラなど



現在の地域産業7／14

⑦ せんべい
・越谷手焼きせんべい

・「名物 鬼焼」
仮名垣 魯文（安政4（1857））
『日光道中膝栗毛』
(名古屋市蓬左文庫所蔵)



現在の地域産業8／14

⑧ だるま
・越谷張子（はりこ）だるま

・越谷五色だるま

※だるまアート

・埼玉県の伝統的手工芸品

に指定



現在の地域産業9／14

⑨ ひな人形
・越谷ひな人形

・「越谷段雛」
・「越谷練り雛」
・「越谷一文雛」
・埼玉県の伝統的手工芸品

に指定



現在の地域産業10／14

⑩ 甲冑（かっちゅう）

・越谷甲冑

・埼玉県の伝統的手工芸品

に指定



現在の地域産業11／14

⑪ 桐箱
・越谷桐箱

・式亭三馬

（しきていさんば）

「江戸の水」



現在の地域産業12／14

⑫ 桐たんす

・越谷桐たんす

・「春日部桐箪笥（たんす）」

国の伝統的工芸品の指定



現在の地域産業13／14

⑬ 籠染灯籠

（かごそめとうろう）

・浴衣（ゆかた）の籠染め



現在の地域産業14／14

⑭ 都うちわ

（みやこうちわ）

千鳥うちわ

（ちどりうちわ）



式亭 三馬（しきてい さんば）
式
亭

三
馬
（
し
き
て
い

さ
ん
ば
）

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
～

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
閏
一
月
六
日

は
、

江
戸
時
代
後
期
の
地
本
（
じ
ほ
ん
）
作
家
で

薬
屋
、
浮
世
絵
師
。

滑
稽
本
『
浮
世
風
呂
』
『
浮
世
床
』

な
ど
で
知
ら
れ
る
。

名
は
菊
地

泰
輔
、
字
は
久
徳
。

通
称
は
西
宮

太
助
。

戯
号
は
四
季

山
人
・
本
町
庵
・
遊
戯
堂
・

洒
落
斎
（
し
ゃ
ら
く
さ
い
）
な
ど
。

名
が
久
徳
で
字
が
泰
輔
と
す
る

文
献
も
あ
る
（
注
１
）
。

※

（
注
１
）
棚
橋
正
博
（
二
〇
〇
七
）

『
式
亭

三
馬
』
新
装
版

ぺ
り
か
ん
社

二
頁

※

出
典

フ
リ
ー
百
科
事
典

『W
i
k
i
p
e
d
i
a

』



式亭 三馬の「江戸の水」１／２

「
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
七
）

江
戸
で
大
変
よ
く
売
れ
た
「
江
戸
の
水
」

と
い
う
化
粧
水
が
あ
っ
た
。

こ
の
化
粧
水
は
箱
入
で
発
売
元
は
、

江
戸
本
町
二
丁
目
の
式
亭
三
馬
で
あ
る
。

三
馬
は
当
時
の
流
行
作
家
で
あ
っ
た
が
、

作
家
稼
業
の
ほ
か
薬
屋
を
開
業
し
て
い
た
。

文
化
八
年
三
月
の
日
記
に

「
江
戸
の
水
箱
入
り
の
箱
は
、

百
文
に
つ
き
一
四
か
え
、

越
谷
大
泊
村

箱
屋

長
八
、

江
戸
浅
草
福
井
町

箱
屋

利
助

右
二
人
に
た
の
み
て

数
五
千
余
も
製
り
た
り
し
に
、

新
よ
し
は
ら
山
口

巴
屋

清
次

手
代
（
て
だ
い
）
金
蔵
の
し
ゅ
う
と
、

越
谷

在
の
箱
屋
な
り
と
て

た
の
み
き
た
る
ゆ
え
、

対
談
決
着

百
文
に
つ
き
数
一
六
か
え
、

一
つ
に
つ
き
価
六
文
な
り
」

と
あ
る
。



式亭 三馬の「江戸の水」２／２

す
な
わ
ち
三
馬
は

化
粧
水
「
江
戸
の
水
」
の
木
箱
を
、

大
泊
村

箱
屋

長
八
と
、

江
戸
浅
草
福
井
町

箱
屋

利
助

の
二
人
に
、

銭
百
文
に
つ
き
一
四
箇
の
勘
定
で

五
千
箇
余
り
を
造
ら
せ
た
が
、

越
ヶ
谷
在
の
箱
屋
が
三
馬
を
訪
れ
、

箱
一
個
の
値
段
が
銭
六
文
、

つ
ま
り
銭
百
文
に
つ
き
一
六
箇
勘
定

だ
と
い
う
の
で
、

こ
れ
に
箱
造
り
を
頼
ん
だ
と
い
う
。

こ
の
話
に
よ
っ
て
も
、

当
時
越
谷
地
域
で
小
箱
が
さ
か
ん
に
製
造

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
よ
る
と
、

当
時
小
箱
は
、

川
崎
村
が
五
万
箇
、

向
畑
村
が
七
万
二
六
〇
〇
箇

を
生
産
し
た
と
あ
る
。

※

出
典

竹
内

誠
・
小
沢

正
弘
（
一
九
七
五
）

『
越
谷
市
史

第
一
巻

通
史
上
』

越
谷
市
、
七
二
七
～
七
二
八
頁


